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本日の発表内容

1. 国際リニアコライダー（ILC）計画の概要

2. 加速器科学技術推進協議会（AAA）およびCIVIL部会とは

3. 重要課題WG（WG1)の成果概要

4. 法規制・権利関係WG（WG2)の成果概要

5. まちづくりWG（WG3）の成果概要

6. LCWS2016におけるCIVIL部会としての展示

7. まとめと今後の予定

加速器科学技術推進協議会

（ＡＡＡ）

1



国際リニアコライダー（ILC）計画の概要（１）
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■概要 高エネルギーで電子と陽電子を衝突させ、宇宙創成の謎の解明につ

ながると期待されている国際的な線形加速器計画

■経緯 2007年RDR、2012年技術設計報告書（TDR)、2013年科学コミュニ

ティによるわが国のサイト候補地の1本化、2014-文科省有識者会議

■主要施設 約31kmの加速器トンネル（第１期）⇒ステージング計画により初

期は約20数kmに短縮案の可能性有、衝突実験空洞、ダンピング

リングトンネル、アクセスホール、アクセストンネル

加速器トンネルのイメージ



国際リニアコライダー（ILC）計画の概要（２）
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■日本立地案 岩手県北上山地が有力な候補地

（科学コミュニティ推薦）

■施設概念 現地設計案では、北上候補地は里

山サイト施設となりアクセストン

ネルは斜坑、ただし、衝突実験空

洞は立坑と斜坑併用案、自然排水

トンネル設置可能

■地上施設 メインキャンパス、サテライト

キャンパス、坑口施設

トンネル縦断図
北上候補地



国際リニアコライダー（ILC）計画の概要（３）
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■ＴＤＲ以降の現地設計における衝突実験空洞のアクセス方式は

空洞直上に内径18mの主立坑と内径10mのユーティリティー立坑、

アクセス斜坑を設置する案を計画中

衝突実験空洞のアクセス方式



先端加速器科学技術推進協議会（AAA）およびCIVIL部会とは
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ＡＡＡとは

■概要 2008年設立（2014年一般社団法人化）の政・官・産・学の連携組織で、現在、特

別会員約40機関、一般会員約100社で構成（基本的に民間発意の団体）

■活動 ・先端加速器技術の可能性や意義を広く国内外に発信

・ILCをモデルとした技術開発の方向性を検討し、関連組織への提言等を実施

・幅広い産業分野のものづくり技術の結集により、革新的科学技術を創出

■部会 技術部会、広報部会、大型プロジェクト部会、CIVIL部会

ＣＩＶＩＬ部会とは

■概要 2014年に部会の設置承認され（大西有三部会長）、参加社募集を経て施設建設

関連の30社が参加し、活動開始

■設立趣旨

「国際リニアコライダー（ILC）プロジェクトのわが国への

誘致活動をさらに推進することを目的に、その施設の

建設を円滑に推進するための幅広な調査・検討を行

うとともに、その活動内容等を内外に積極的に発信

する。」



CIVIL部会のワーキング構成と取りまとめた報告書
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【ワーキング構成】

■ 全体まとめ 大西部会長、吉岡・京谷アドバイザー、武内幹事長

■ WG1 （重要課題WG） 関根・道下幹事

ILC施設建設プロジェクト推進上の重要課題の抽出とその解決方策の検討

■ WG2 （法規制・権利関係WG） 福田・濱嶋幹事

ILC施設建設に係わる法規制と権利関係に関する調査

■ WG3（まちづくりWG） 下河内・川端幹事

ILC周辺まちづくりの開発コンセプト案の検討

【取りまとめた報告書】

AAA CIVIL部会 平成２７年度・２８年度活動

報告書（平成２９年６月１２日） AAA・CIVIL部会

CIVIL部会活動報告書



重要課題ＷＧ（ＷＧ１）の成果概要(1)

【重要課題】

①トンネルの戦略的な地質調査、②水文調査、及び水利用に関する調査、

③常時微動（衝突点、BDSなど）の調査、④アライメント

【トンネルの戦略的な地質調査成果】

・プロジェクトフェーズと設計の定義及びフェーズ目標
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重要課題ＷＧ（ＷＧ１）の成果概要(2)

【トンネルの戦略的な地質調査成果】

・予備準備期間において実施すべき調査案：全線地表踏査・弾性波探査
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重要課題ＷＧ（ＷＧ１）の成果概要(3)

【空洞の戦略的な地質調査成果】

・予備準備期間において実施すべき調査案：空洞センターと長軸両端のボーリ
ング・孔内初期応力・孔内載荷試験・トモグラフィー調査
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法規制・権利関係ＷＧ（ＷＧ2）の成果概要(1)

【調査事項】 法規制・権利関係の調査

① 施設等の建設、運用に関連する法令の調査

② 用地問題に係わる各種権利関係と調整と補償に関する調査

いわてデジタルマップにおける規制対象地域例
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法規制・権利関係ＷＧ（ＷＧ2）の成果概要(2)

 既往の揚水発電所を参考にしたILC事業における協議・調整内容について
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まちづくりＷＧ（ＷＧ3）の成果概要(1)

【調査事項】

１．地域と共存できる交通システム

２．ILC排熱を利用したエネルギーマネジメント

自動運転車 by google

北上地域におけるレベル３，４，５想定エリア
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まちづくりＷＧ（ＷＧ3）の成果概要(2)

【ILC排熱を活用した熱供給事業とビジネスモデルの提案】
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まちづくりＷＧ（ＷＧ3）の成果概要(3)

・熱供給事業の組織構成案と先導モデル実証事業への展開案
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LCWS2016におけるCIVIL部会としての展示

・平成28年12月に開催されたリニアコライダーに関する国際ワークショッ
プLCWS2016において、CIVIL部会としてブースを借り、活動概要や各
社の技術を紹介
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まとめと今後の予定

 ILC正式誘致に向けての準備として、ILC施設関係の調査検討
（誘致万全を示す）を積極的に実施

 WG1の成果は、戦略的地質調査として予備準備段階において
実施すべき調査等を提案、WG2は地下施設での先行事例を参
考に法規制・権利関係の調査を実施、WG3は自動運転を主体
とした交通体系やILC排熱利用ビジネスモデルを提案

 今後の予定として、ILC正式誘致向けた施設に係る更なる具体
的な貢献を目指して、以下の５WGに再編して調査活動中

WG1：構造合理化WG WG2：合理化設計WG

WG3：施工合理化WG WG4：エコ・スマートタウンWG

WG5：安全・防災WG
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ご清聴ありがとうございました
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